
 

 

第４次宮代町総合計画 

後期実行計画 

（平成28年度～令和2年度） 

 

 

 

 

 

令和元年度 

下期進捗状況 



事業名 ﾍﾟｰｼﾞ 結果 令和元年度下期実施結果 担当

地域交流サロン支援事業 1 一部未完了
地域のふれあい居場所づくり支援事業補助金の周
知・利用促進。サロンに関わる担い手の育成

健康介護課

地域敬老会支援事業 3 一部未完了
地域敬老会補助金制度などにより、地区・自治会が
開催する敬老会を支援

健康介護課

介護予防・健康づくり活動支援事業 5 完了
介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成
みやしろキラキラ体操の普及

健康介護課

防災コミュニティ促進事業 6 完了
防災・防犯マスター講座の開催
自主防災活動に対する支援

町民生活課

市民、活動、地域資源の縁結び事業 10 完了
市民活動情報の収集とＰＲ
進修館を活用した市民活動支援

町民生活課

上手に使おう集会所事業 13 完了
集会所情報の共有化
集会所の拠点化に向けた修繕等の実施

町民生活課

人権尊重平和事業 16 完了
人権教育研修会の実施
男女共同参画セミナーの実施

総務課
教育推進課

宮代型観光推進事業 18 完了
新しい村グリーンツーリズム事業の実施
みやしろまるごと観光情報の発信

産業観光課

宮代町の魅力推進事業 21 完了
冬の自然観察会などの五楽体験イベントを開催
「山崎山トラスト祭」の実施

町民生活課

市民の活動をつなぐｲﾝﾀｰﾈｯﾄ放送局 25 完了
市民特派員による地域の話題の取材とユーチューブ
を活用した動画の発信

総務課

みんなで子育て！こども未来事業 27 完了
子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運
用。利用者が企画に参加したイベントの開催

子育て支援課

みやしろ定住促進作戦 29 完了
定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発
信。みやしろ初めてツアーの実施

企画財政課

宮代ファーマーズタウン推進事業 31 完了
市民農園開設の補助金制度を周知。農家の方を講
師とした園芸教室の開催

産業観光課

道仏土地区画整理周辺整備事業 33 一部未完了
組合を解散するための総代会を開催
春日部久喜線の用地交渉、改良工事の実施

まちづくり建設課

東武動物公園駅西口周辺整備事業 34 一部未完了
中央通り線の用地買収完了。中央通り線と県道春日
部久喜線の交差点改良の用地交渉

まちづくり建設課

東武動物公園駅東口周辺整備事業 35 一部未完了
個別事業説明を随時実施
事業に必要となる用地交渉

まちづくり建設課

まちなか起業創業支援事業 36 完了
起業支援ウェブサイト「宮代で働こっ」の運用
トウブコフェスティバルvol.5を開催

産業観光課

障がい者の雇用創出事業 38 完了
障がい者雇用の普及啓発、就労相談
障がい者就労施設等の業務確保支援

福祉課

宮代町農業の６次化推進事業 39 完了
明日の農業担い手支援6次化推進事業補助制度の
周知。「世界のすうぷ屋さん」開催

産業観光課

明日の農業担い手支援事業 41 完了
農業担い手塾塾生の受入れと自立支援
民間企業の農業参入に向けた調整

産業観光課

宮代町農業生産基盤整備推進事業 43 完了
「沖の山地区水田管理組合」が設立
小規模農地基盤整備事業補助事業の利用促進

産業観光課

公共施設再編第2期計画 45 一部未完了
審議会の開催と視察研修を実施
借地解消に向け、１施設について地権者と交渉

企画財政課
教育推進課

合計22事業完了＝16事業（73％）　一部未完了＝6事業（27％）　未完了＝0事業

第４次総合計画後期実行計画　令和元年度下期進捗結果一覧表



 
 

地域交流サロン支援事業 

健康介護課 

企画趣旨 

地域に住む人たちが気軽に集える場（交流サロン）を地域住民が主体的に運営提供することで、高

齢者の閉じこもりを解消します。そこでは多様な活動を展開することで、世代を超えた交流を生み

出し、高齢者の元気アップにつなげていきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】 

(1)社協主催サロン連絡会への参加と課題の把握 

・11 月のサロン連絡会に参加し、サロン活動の充実が図られるよう出前講座等の利用に向けたＰＲを

行いました。なお、意見交換については、参加団体が増え、各サロンの運営状況や課題、また各地

域の生活事情を聴く時間を十分につくることができませんでした。 

(2)地域のふれあい居場所づくり支援事業補助金の周知･利用促進 

・上半期に引き続き、補助金の周知及び補助に関する相談支援を行い、備品購入補助で健康づくり団

体が 5団体、交流サロンが 6団体、施設利用料で健康づくり団体が 6 団体、交流サロンでは 2団体

が申請し、利用促進を図りました。 

(3)サロンに関わる担い手の育成 

・2月に地域支え合い講座として、現在のサロン運営者並びに以前に受講した方のフォロー、またサ

ロン運営の後継者や新しいサロンの担い手の育成を目的に開催しましたが、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、2日間のうち 1日のみの開催となりました。 

(4)世代を超えた交流支援 

・上半期に引き続き、学生実習の受入れや近隣保育園との交流等、若い世代との交流がもたらす精神

的な充実を得られるよう、世代間交流の機会を提供しました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○集会所等を活用したサロンの開催 町内 30 か所  

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

4 か所立ち上げ、合計 30 か所 2 か所立ち上げ、合計 30 か所 

※1か所廃止したため、29 か所で開催している 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

支援内容の見直し 健康介護課           

実施団体による意見交換会の開催 健康介護課           

サロン運営のキーマン育成 健康介護課           

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)社協主催サロン連絡会への開催と課題の把握 

・サロン連絡会を開催し、各サロンの運営状況や課題、また各地域の生活事情を意見交換から把握し

ます。また、サロン活動の充実が図られるよう、情報提供を行います。 

(2)地域のふれあい居場所づくり支援事業補助金の周知･利用促進 

・補助金の周知及び補助に関する相談支援を行い、利用促進を図ります。 

(3)サロンに関わる担い手の育成 

・地域支え合い講座を行い、現在のサロン運営者並びに以前に受講した方のフォロー、またサロン運

営の後継者や新しいサロンの担い手としての活動者を育成します。 

(4)世代を超えた交流支援 

・学生の実習や近隣保育園との交流等、若い世代との交流がもたらす精神的な充実を得られるよう、

世代間交流の機会の提供を行います。 

 

  



言語を選択 Ԃ

�����年��月��日� ������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ 暮らしの情報 医療・健康・福祉 地域交流サロン

地域交流サロン活動状況

地域交流サロン活動マップ

�各サロンの詳細ページは、右下にあるサロン名を選んでください。地図と一覧表と活動状況（右欄）のサロン番号は合わせていますので、それぞれ

参考にしてご覧ください。なお、詳細ページのサロンメニューについて、詳しいことは各団体へお問い合わせください。

�サロンマップや各サロンの紹介をまとめた「地域交流サロンハンドブック」の印刷できるデータもあります。活動日一覧の下にありま

すので、ダウンロードしてご利用ください。

毎日開催しているサロン・・・�．陽だまりサロン（笠原小学校）

地域交流サロン活動日一覧

月 火 水 木 金 土 日

��



 
 

地域敬老会支援事業 

健康介護課 

企画趣旨 

参加しやすい地域単位での敬老会の開催へと移行を進めながら、地域主体で継続できる敬老会に

していきます。元気な高齢者が活躍でき、働き盛りや子育て世代、子どもたちを巻き込んだ幅広い世

代交流で、地域コミュニティの醸成を図ります。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】 

（1）敬老会支援の見直し 

・実施地区、未実施地区を含め、2月に地域敬老会に関するアンケート調査を実施しました。アンケ

ート結果や手紙、窓口、電話等による住民からの意見をもとに、地域敬老会の見直しを行うため、

課題をまとめているが見直しにはいたりませんでした。 

（2）開催に向けた相談及び運営支援 

・敬老会運営に向けて、補助金の交付及び開催についての相談や情報提供等を行いました。 

（3）地域敬老会開催地区のPR 

・地域敬老会の未開催地区に対して実施を促すために、また、これから地域敬老会を開催する地域の

ために、実施された様子、開催情報等を広報及び町のホームページに掲載し、PR を行いました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○全地区（77 地区）で敬老事業を実施    

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

67 地区で実施 29 地区で実施 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

支援内容の見直し 健康介護課           

地域敬老会の運営支援 健康介護課           

 

令和２年度 上半期の実施予定  

（1）アンケート結果による敬老会の見直し 

・2月に行ったアンケート結果で得られた課題を受け、地域敬老会の在り方について見直しを行いま

す。 

（2）開催に向けた相談及び運営支援 

・地区連絡会にて敬老会運営に向けての説明、窓口、電話等において、補助金の交付及び開催につい

ての相談や情報提供等を行います。 

（3）地域敬老会開催地区のPR 

・地域敬老会実施の継続を促すために、これから地域敬老会を開催する地域のために、敬老会補助金

のマニュアルや実施方法を広報及び町のホームページに掲載、また敬老会開催を呼びかけるＰＲを

行います。また、以前に実施された地域敬老会の様子を収めたCD‐ROMを貸し出します。 

 

  



言語を選択 Ԃ

�����年��月�日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

お問い合わせ

宮代町役場健康介護

課高齢者支援担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���、

�����階�番窓口�

ファックス � ���������

����

トップ 暮らしの情報 医療・健康・福祉 高齢者福祉 いきがい・仲間づくり

【敬老会】長寿のお祝いを地域で開催しています。

ありがとうを「地域敬老会」で伝えます。

�月に入ってから各地域で「敬老会」が開催されています。

「敬老会」は、高齢者のみなさんに敬意を表し、長寿のお祝いを目的として開催しているものです。

各地域の役員の方々が、参加される方に楽しんでいただけるよう感謝を込めて、個性豊かなオリジナルの催し物を考え、計画していま

す。

対象者の方（��歳以上）は、「地域敬老会」に参加して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域のみなさんとおしゃべりして笑ったり、ビンゴゲームや歌を歌ったりなど、楽しいひとときを過ごしませんか。

今年度の敬老会の様子です。

　敬老会の開催情報は、役場のホームページでご確認ください。（別ウインドウで開く）



 
 

介護予防・健康づくり活動支援事業 

健康介護課 

企画趣旨 

地域が主体的に行う介護予防・健康づくりに資する活動を支援し、多くの町民の介護予防・健康づ

くり活動を促進します。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成 

・7月 11 日から 11 月 6 日にかけて介護予防リーダー養成兼フォローアップ講座を実施し、介護予防

に取り組む人材を 13 名育成しました。また、すでに認定した方 39 名の技術の向上に努めました。 

・11 月 26 日にステップアップ勉強会を開催し、47 名にフレイル予防の講義と地域サロンで楽しめる

レクリエーションメニューの紹介をしました。 

・出前講座や自主グループ立ち上げ支援として、自主活動グループに対し、下半期に健康運動指導士

を 9回派遣しました。 

(2)みやしろキラキラ体操の普及 

・10 月から 3月にかけてみやしろキラキラ体操 DVD・CD を自主グループ 5団体に貸し出しました。 

・令和元年度において町の介護予防事業や出前講座にて 524 名に指導を行いました。 

・ボランティアサンクスフェア、シルバー祭りにおいてプラザサポーターが手本となり、みやしろキ

ラキラ体操を実施しました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○健康づくり活動団体 20 団体 ○介護予防リーダーの養成確保 120 人 

○全ての活動団体においてみやしろキラキラ体操実施  

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○健康づくり活動団体 26 団体 

○介護予防リーダーの養成確保 142 人 

○キラキラ体操実施 26 団体中、12 団体 

○健康づくり活動団体 3 団体 

○介護予防リーダーの養成確保 13 人 

 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

介護予防効果の検証と結果の公表 健康介護課           

介護予防リーダー養成講座の実施、

自主グループへの講師派遣など 
健康介護課 

          

みやしろキラキラ体操の普及（イベン

トなどでの活用） 

健康介護課 

関係課 

          

 

令和２年度 上半期の実施予定 

（１）介護予防・健康づくりに関するリーダーの養成 

・介護予防リーダー養成講座兼フォローアップ講座を行い、介護予防に取り組む人材の育成と技術向

上のための支援を行います。 

・引き続き自主活動グループに対し、立ち上げ支援や出前講座として健康運動指導士や理学療法士、

管理栄養士、歯科衛生士を派遣し、地域での介護予防活動を支援します。 

（２）みやしろキラキラ体操の普及 

・引き続き、町主催の介護予防事業においてみやしろキラキラ体操の指導を行います。 

・地域で健康づくりに取り組む団体へのみやしろキラキラ体操 DVD・CD の貸し出しについてＰＲを継

続します。 

 

  



 
 

防災コミュニティ促進事業 
町民生活課 

企画趣旨 
防災に関する自助、共助の取り組みを進めることで、地区内のコミュニケーションを円滑にし、各

地区の防災力を高めていきます。また、周辺地区や消防団等との連携も強めていきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)防災･防犯マスター講座の開催 

〇防災・防犯力の向上を目指し、上半期に引き続き以下の講座を実施しました。 

第４回：宮代町地域防災訓練 参加者：9名 

第５回：「振り込め詐欺防止ワークショップ」及び「よくわかる木造住宅の耐震化」 参加者：10 名 

※予定しておりました「住まいの防犯対策」は講師都合により「振り込め詐欺防止ワークシ

ョップ」に変更になりました。 

第６回：「防犯パトロールについて」、「犯罪の発生傾向と対策について」、「防火防災について」、 

「修了式」 参加者：11 名 

(2)自主防災活動に対する支援(組織の活動に対する経費補助) 

〇下半期は、以下のとおり支援を実施しました。 

・防災コミュニティ拠点(集会所等)機能整備 1 地区 

・地区防災訓練（炊き出し訓練用材料等） 5 地区 

・防災研修（防災啓発） 1 地区 

(3)地域防災訓練(笠原小学校)の開催 

〇10 月 20 日に訓練対象地域（第 3分団、第 4分団）の消防団分団員及び自主防災会等から成る実行委

員会を中心に地域防災訓練を開催しました。各自主防災会、消防署、消防団、災害時支援隊、陸上自

衛隊等の団体が参加し、合計 916 名が訓練に参加しました。 

(4) 防災ポータルサイトの運用、防災関連団体との連携強化 

〇災害時の情報収集のため、消防団と移動系防災行政無線を使った定期通信訓練を実施しました。11

月 5 日の緊急地震速報訓練時に各小中学校と通信訓練を実施しました。 

〇防災・防犯等に関する情報を、防災ポータルサイト（防災ホームページ）、登録制メール、テレ玉

データ放送などを通じて随時発信します。下半期(3 月末現在)の登録制メールの配信者数は 1,368

名です。 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○自主防災組織率 100％ ○活動実績 90％以上（年間）  

○地域拠点整備への取組実績 10 地区（累計） ○防災・防犯マスター修了者 30 人以上（累計） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○自主防災組織率 100％ ○活動実績 93％

（年間） 

○地域拠点整備への取組実績 11 地区（累計） 

○防災・防犯マスター修了者 48 人（累計） 

○自主防災組織率 100％ ○活動実績 

89％  

○地域拠点整備への取組実績 1 地区  

○防災・防犯マスター参加者 11 人 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

地区連絡会での情報交換、防

災訓練や研修会の合同開催 

自主防災会 

町民生活課 

          

防災・防犯マスター講座の実

施、宮代町安心安全まちづくり

推進事業補助金による助成 

町民生活課 

          

デジタル防災行政無線の整備 町民生活課           

 

  



 
 

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1)防災･防犯マスター講座の開催 

・防災･防犯力の向上を目指し､防災と防犯の基礎知識を学ぶ講座を開催します｡ 

（全 6回のうち 3回） 

(2)自主防災活動に対する支援(組織の活動に対する経費補助) 

・昨年度に引き続き、防災資機材、防災コミュニティ拠点(集会所等)機能整備、地区防災訓練、 

防災研修等の経費に対する支援を実施します。 

(3)地域防災訓練(須賀小学校)の開催準備 

・10 月 18 日の開催に向けて自主防災組織やさまざまな団体からなる実行委員会を立ち上げるととも

に、対象となる地区に対して地区説明会を開催します。 

(4) 防災ポータルサイトの運用、防災関連団体との連携強化 

・昨年度に引き続き、災害時の情報収集のため、消防団と移動系防災行政無線を使った定期通信訓練

を実施します。 

・防災・防犯等に関する情報を、防災ポータルサイト（防災ホームページ）、登録制メール、テレ玉デ

ータ放送などを通じて随時発信します。  
  



�����年��月�日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ

地域防災訓練を開催しました

地域防災訓練を開催しました

��月��日、笠原小学校にて地域防災訓練を開催しました。当日は天候に恵まれ、���人が参加し、防災意識の高さを確認することができました。新

井康之町長からは「台風��号では、利根川が氾濫危険水位に達し、宮代町でも避難所を開設しました。台風が通り過ぎても、災害情報を収集するこ

との大切さを実感しました。」との話もあり、改めて防災に対する備えの大切さを考えることができました。

訓練のようす

【校庭】

煙体験訓練 発電機操作訓練 イツモ防災

捜索救助犬による救出訓練 ペット防災啓発コーナー バケツリレー訓練



お問い合わせ

宮代町役場町民生活

課危機管理担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���、

���、�����階��番窓

口 �

ヘリコプター調査訓練 消防団広域火災防御訓練 炊き出し訓練�

炊き出し訓練�

【体育館】

防災グッズなどの展示 救命講習体験 防災啓発コーナー

災害写真展示

�掲載した写真以外にもさまざまな訓練項目があります。

次回の地域防災訓練について

　次回は、令和�年��月��日（日）に須賀小学校で実施予定です。



 
 

市民、活動、地域資源の縁結び事業 

町民生活課 

企画趣旨 

活動の創出や拡充に取り組みやすい支援策の創設と運用を進修館で行います。これにより、市民

活動が活発に展開される風土を創り出します。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)まちづくりネットワーク「やりたいゾゥ」登録者からの情報の収集･共有化 

・窓口業務を通して、やりたいゾゥ登録者等から市民活動に関する情報を引き続き収集し、新規等の

情報について進修館のホームページ等で共有化を図りました。 

(2)やりたいゾゥ登録者・市民活動団体のマッチングの推進 

・やりたいゾゥ登録者同士のマッチングを引き続き推進しました。 

・市民団体等の地域活動支援、マッチング推進のため、宮代町地域資源発掘情報誌「みやしろＰＵＮ

ＣＨ」を活用し、宮代町の人的・地域資源情報を発信しました。 

(3)進修館を活用した市民活動支援 

・進修館を活用し、多種多様な市民活動を発揮していただく場として、「進修館百貨店」を実施しまし

た。また進修館を活用し、芸術文化活動により進修館の魅力を発信する市民活動を支援するため

「進修館チャレンジ」を実施しました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○マッチング件数 20 件（年間） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

32 件 18 件 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

市民活動情報の収集と共有化 
町民生活課 

進修館 

          

市民活動のマッチング 
町民生活課 

進修館 

          

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1)まちづくりネットワーク「やりたいゾゥ」登録者からの情報の収集･共有化 

・窓口業務を通して、やりたいゾゥ登録者等から市民活動に関する情報を引き続き収集し、新規等の

情報について進修館のホームページ等で共有化を図ります。 

(2)やりたいゾゥ登録者・市民活動団体のマッチングの推進 

・やりたいゾゥ登録者同士のマッチングを引き続き推進します。 

・市民団体等の地域活動支援、マッチング推進のため、宮代町地域資源発掘情報誌「みやしろＰＵＮ

ＣＨ」を活用し、宮代町の人的・地域資源情報を発信していきます。 

(3)進修館を活用した市民活動支援 

・進修館を活用し、多種多様な市民活動を発揮していただく場として、「進修館百貨店」を実施しま

す。また進修館を活用し、芸術文化活動により進修館の魅力を発信する市民活動を支援するため

「進修館チャレンジ」を実施します。 

 

  



宮代町・東武動物公園駅近く。市民活動やイベント、休憩所、観光案内所、コスプレ撮影などにも利用できるコミュニティスペース。

進 修 館 百 貨 店 に つ い て

進 修 館 百 貨 店 の 構 成

宮代町公式ホームページ

アクセス｜リンク集｜サイトマップ｜お問い合わせ

進修館百貨店とは [ 進修館百貨店について ] [ 進修館百貨店の構成 ] [ 募集要項 ] [ 進修館百貨店 TOP ]

進修館百貨店

「百貨店」というと物販のイメージが強いですが、そうではなく、

「宮代町に関わる人たちの多種多様な活動の場」というのが進修館百貨店の趣旨です。

進修館を舞台に、ショッピングモールや百貨店のような、

訪問すればいろいろ揃うような場所をつくりたかったこと、そしてそこに、

宮代町に関わる人たちの活動を集めて紹介したい、ということから「進修館百貨店」としました。

進修館百貨店の目的

まちづくりを支える市民のコミュニティの拠点「コミュニティーセンター進修館」の運営方針は、

宮代町に関わる人々の活動を支援し、コミュニティの醸成を図るというものです。

宮代町に関わる人たちの活動

… 趣味や仕事・商売など、生活にまつわるあらゆる活動。

コミュニティの醸成

… 何かを中心とした人々の集まり ( 共同体 ) を段階的に形成し育むこと。

そのためには、以下のことが必要となります。

• 宮代町に関わる人々の活動を支援するための場所 ( 機会 ) を設けること。

• 宮代町に関わる人々の日々の生活が潤うためのサービスを

受ける事ができる場所 ( 機会 ) を設けること。

そして、以下のことも必要となります。

• 進修館が人の集う場所となる ( 進修館の利用促進を図る ) こと。

上記が、「進修館百貨店」の開催目的です。

パートナーについて

進修館百貨店では、プログラムを開催する出店者

( 個人・団体・業者 ) のことを「パートナー」と呼んでいます。

パートナーの皆様には、

• 宮代町に関わる人々の活動を支援するための場所 ( 機会 ) を設けること。

• 宮代町に関わる人々の日々の生活が潤うためのサービスを

受ける事ができる場所 ( 機会 ) を設けること。

• 進修館が人の集う場所となる ( 進修館の利用促進を図る ) こと。

という進修館百貨店の開催目的に賛同していただき、

かつ、次の点についてご同意の上、参加していただいています。

• コミュニティの醸成を意識してプログラムを開催すること。

( プログラムの内容が、宮代町に関わる人々のコミュニティ醸成につながるものであること。)

• 1ヶ月以上かつ継続的にプログラムを開催すること。または、その意識があること。

人と自然が

やさしく輝くまち

埼玉県宮代町



募 集 要 項
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なお、進修館はパートナーの皆様に対して、

事前準備の手伝いや受付の代行、部屋代の無償化・割引などのサポートは行っておらず、

自立した ( 自己完遂できる ) 独自のプログラムを用意していただいております。

プログラムについて

進修館百貨店では、パートナーが開催する企画のことを「プログラム」と呼んでいます。

プログラムは、一般利用時と同様の手順で施設の予約を取って開催していただいています。

プログラムの開催においては、次の点についてご同意していただいています。

• コミュニティの醸成を意識してプログラムを開催すること。

( プログラムの内容が、宮代町に関わる人々のコミュニティ醸成につながるものであること。)

• 1ヶ月以上かつ継続的にプログラムを開催すること。または、その意識があること。

進修館百貨店では、事務局により認可されたプログラムのみが開催されています。

進修館百貨店 事務局

進修館百貨店の運営は、コミュニティセンター進修館を管理・運営している

「特定非営利活動法人 MCAサポートセンター」

にて構成された「進修館百貨店 事務局」( 以下、事務局 ) によって行われています。

事務局は進修館百貨店を活性化するために、以下の活動を行っています。

• [ 広報活動の実施 ]

番組表 ( プログラムカレンダー ) をWEBサイト、および、紙面にて公開しています。

また、館内 ( 来館者への配布を含む ) および、協力各所にて配布します。

• [ マッチングの実施 ]

施設予約受付時など進修館利用者との会話の中や、

スタッフの活動 ( 出張や別企画の取材 )、進修館の事業活動時などの際に、

進修館百貨店のプログラムを紹介しています。

その他、パートナーの活動や事業にまつわる相談、進修館百貨店の利用者からの相談など、

様々な方面から宮代町に関わる人々の中間支援活動を行っています。

進修館百貨店 パートナー＆プログラム募集中！

あなたの「○○したい！」を進修館で。 進修館を会場に○○したい人を募集しています！

・自分の持っていることで新たなチャレンジをしてみたい人

・進修館で企画や講座、飲食・販売等をしてみたい人

・まちづくり ( コミュニティ育成 ) に興味ある人

・進修館での活動を仕事や商売につなげたい人 etc.

を募集しています。

ボランティア活動としての参加でも、商業活動としての参加でもOKです！

>> 進修館百貨店に参加するには、事前面接が必須となります。

パートナー規約・プログラム規約・各種資料：

コミュニティセンター 進修館
( ℡：0480-33-3846　E-mail：info@shinsyukan.or.jp )

・問い合わせ：

コミュニティセンター 進修館

〒345-0822 埼玉県南埼玉郡宮代町笠原1-1-1
TEL：0480-33-3846　FAX：0480-33-3846

管理運営 個人情報保護方針 リンク集 サイトマップ お問い合わせ



 
 

上手に使おう集会所事業 

町民生活課 

企画趣旨 

集会所の利活用を後押しすることで、地域の中で顔の見える人と人のつながりを形成し、地域コ

ミュニティの活性化を目指します。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)集会所情報の共有化 

・宮代町における集会所の活用事例や先進的な取り組み（地域敬老会・地域交流サロンなど）につい

て、多くの地区・自治会で情報を共有できるよう、地区連絡会等の機会を通じて、区長・自治会長

へ引き続き情報提供しました。 

(2)集会所の有効活用の促進 

・集会所をイベント等で活用しやすくするために、区長会や地区連絡会において備品貸出の周知を引

き続き行いました。 

(3)集会所の拠点化に向けた支援 

・地域コミュニティや防災の拠点として集会所が安全に使用できるように、修繕等のための支援とし

て引き続き集会所整備事業補助金の交付を行いました。（10 集会所、11 事業、1,904,000 円） 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○集会所等を活用したマッチング事業数 5 事業（年間） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

11 事業 0 事業 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

地域情報共有化に向けた支援 
町民生活課  

進修館 

          

地域と市民団体の活動のマッ

チング 

町民生活課  

進修館 

          

集会所の拠点化に向けた支援 町民生活課           

市民団体や、やりたいゾゥ登録

者等を集会所へ派遣 

町民生活課  

進修館 

          

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)集会所情報の共有化 

・宮代町における集会所の活用事例や先進的な取り組み（地域敬老会・地域交流サロンなど）につい

て、多くの地区・自治会で情報を共有できるよう、地区連絡会等の機会を通じて、区長・自治会長へ

引き続き情報提供します。 

(2)集会所の有効活用の促進 

・集会所をイベント等で活用しやすくするために、区長会や地区連絡会において備品貸出の周知を引き

続き行います。 

(3)集会所の拠点化に向けた支援 

・地域コミュニティや防災の拠点として集会所が安全に使用できるように、修繕等のための支援として引

き続き集会所整備事業補助金の交付を行います。 

 

  



言語を選択 Ԃ
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トップ 施設情報 交流 集会所

集会所一覧

（�）集会所

集会所名 所在地 管理地区・自治会

地区外

利用の

可否

コミュニ

ティハウ

ス認証

� 東集会所 東����� 東地区自治会

� 中寺集会所 東����� 中寺地区

� 中集会所 中���
西地区

前原地区

� 金原集会所 金原�� 金原地区自治会

� 逆井集会所 逆井��� 逆井地区

� 山崎集会所 山崎��� 山崎地区 可

� 宿集会所 山崎��� 宿地区

� 西原集会所 西原��� 西原地区

� 西原団地集会所 西原��� 西原団地自治会

�� 藤曽根集会所 姫宮����� 藤曽根地区

�� 姫宮集会所 姫宮����� 姫宮自治会

�� 姫宮南団地集会所 東姫宮�丁目����� 姫宮南団地自治会

�� 姫宮北団地集会所 東姫宮�丁目��� 姫宮北団地自治会

�� 川端集会所 川端�丁目�����

川端�区自治会

川端�区自治会

川端�区自治会

要相談

�� 宮東集会所 宮東�����
柚の木�区自治会

柚の木�区自治会

�� 松ノ木島集会所 宮東��� 松ノ木島自治会

�� 内野集会所 宮東����� 内野地区

�� 若宮集会所 中島��� 若宮自治会

�� 中須集会所 中島�� 中須地区

�� 道仏集会所 道仏���
道仏�区自治会

道仏�区町内会
可

�� 新道集会所 中央�丁目���

笠原�丁目町会

新道第�町会

新道�区町会

新道�区町会

宮代���町会

宮代�丁目第�町会

中央�

中央第二町会

可

�� 切戸会館 百間�丁目�番地 切戸地区町内会

�� 弁天会館 百間�丁目���
桜木町

弁天町

�� 蓮谷集会所 百間���� 蓮谷

�� 辰新田集会所 本田�丁目���� 辰新田町内会

�� 学園台集会所 学園台�丁目���� 宮代学園台自治会

�� 須賀上集会所 須賀������ 須賀上 可

�� 須賀集会所 須賀������
須賀下地区

金剛寺地区自治会



お問い合わせ

宮代町役場町民生活

課地域振興担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���

��階��番窓口 �

ファックス � ���������

����

町民生活課地域振興担

当

お知らせ

話題

出前講座

集会所

地区・自治会

市民参加条例

宮代町民まつり

国際交流

公募制補助金制度

附属機関公募

�� 須賀島集会所 学園台�丁目����� 須賀島地区 可

�� 東粂原集会所 東粂原���
東粂原�区自治会

東粂原�区自治会

�� 西粂原集会所 西粂原���

西粂原島地区

西粂原中通�地区

西粂原新中通地区

西粂原新田地区

西粂原深戸

�� 国納集会所 国納�����
国納南地区

国納北地区
可

�� 宮代台集会所 西粂原���� 宮代台自治会

�� 和戸宿集会所 和戸�丁目����
和戸町内会（和戸丁目

全域）

�� 沖の山集会所 和戸�����
沖の山本田地区

沖の山新田地区
可

�� 八河内集会所 国納��� 八河内

�� 桃山台自治会館 和戸�������� 桃山台自治会 不可

��
百間集会所

（百間公民館内）
百間�丁目����

旭町�

旭町�町内会

稲荷町�区

稲荷町�区

可

（�）集会所的に使用している建物

建物の名称 所在地 管理地区・自治会

地区外

利用の

可否

コミュニ

ティハウ

ス認証

� 一庵坊 百間�丁目

川島一区

川島�区

新若

可

�リンクの貼られているところ（青字になっているところ）をクリックすると、それぞれの情報ページへ移動します。



 
 

人権尊重平和事業 

総務課、教育推進課 

企画趣旨 

市民が、まちづくりへの取り組みや普段の生活の中で、互いに人権を尊重しあい、真に豊かな安心

して暮らしていける社会の実現を図るため、人権尊重をまちづくりの基本に据えて、行政と市民が

一体となって取り組んでいきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)人権教育研修会の実施 

・正しい人権感覚を養うための研修会を開催しました。 

 宮代町人権問題合同研修会  1 月 27 日 進修館小ホール 67 人 

(2)人権出前講座の実施 

・出前講座のメニュー「みんなで学ぼう身近な人権」について、申請がありませんでした。 

(3)男女共同参画セミナーの実施 

・男女共同参画の意識づくりや固定的性別役割分担意識の解消を図るため、男女共同参画セミナーを

実施しました。 

 「性はグラデーション ～LGBT について考える～ 」遠藤まめた氏 

 1 月 25 日 進修館小ホール 21 人 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○住民意識調査のまちづくり満足度向上「人権擁護、男女共同参画の取組み」について 40％  

平成 26 年度 住民意識調査 令和元年度 住民意識調査 

22.6％ 20.8％ 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

人権教育研修会、出前講座の実施 
総務課 

教育推進課 

 

         

男女共同参画セミナーの実施 総務課           

平和パネル展、平和啓発事業の実施 総務課           

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)人権教育研修会の実施 

・教職員の人権に対する理解と認識を深めるため全教職員に対して研修会を開催します。 

・正しい人権感覚を養うための研修会を開催します。 

(2)人権出前講座の実施 

・出前講座のメニュー「みんなで学ぼう身近な人権」を引き続き実施し、講座の内容は随時更新してい

きます。 

(3)第 3 次男女共同参画プラン策定のための意識調査の実施 

・男女共同参画プラン策定のための基礎資料として町民に対して意識調査を実施するにあたり、実施方

法(実施時期・調査項目)等の検討をしていきます。 

(4)男女共同参画セミナーの実施 

・男女共同参画の意識づくりや固定的性別役割分担意識の解消を図るため、男女共同参画社会推進会議

において、セミナーの開催について 1月の開催を目指し、6月から検討していきます。 

(5)平和パネル展、平和啓発事業の実施 

・7月に平和パネル展を図書館ロビーにて開催します。 

・平和啓発事業として、7月に小中学生が出演する朗読劇「私たちと原爆」を図書館ホールで上演しま

す。 

 

 



言語を選択 Ԃ

�����年�月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

お問い合わせ

宮代町役場総務課人

権推進室

電話 � �������������

（代表）内線�����階��

番窓口�

ファックス � ���������

����

総務課人権推進室

お知らせ

町民相談・法律相

談

トップ 暮らしの情報 文化・スポーツ・まちづくり 男女共同参画

男女共同参画セミナーを開催しました��

テーマ「性はグラデーション　～����について考える～」

�月��日 �土 �、進修館小ホールにおいて「�����性的マイノリティ �」をテーマにセミナーを開催しました。

　講師は、����の子ども・若者支援に関わり、����ユースの居場所にじーず代表の遠藤まめたさんです。

Ԃ人はひとりひとり違う

　セミナーはワークショップ形式で行われ、���を見た感想を話し合ったり、日ごろ使っている言葉について、赤 �傷つくかもしれない言

葉 �・黄 �ちょっと考えたほうがいい言葉 �・青 �大丈夫 �安全なことば �に色分けしながら、性について考えました。

　遠藤まめたさんからは、「人は、好きなスポーツや性格、食べ物の好きな食べ方等、一人ひとり違うのと同じように、性のあり方も違

う。ジェンダーやセクシュアリティのあり方は多様かつ複雑であり、����である人、ない人、少数派、多数派という明確な区分はできな

い」とお話がありました。

　特に「男女共同参画が進んでいる国はだれもが生きやすい社会。多様性や個性を尊重できる社会なので、����への理解も自然と

広まる」との言葉が印象に残りました。

　このセミナーを契機に、性の多様性を理解し、だれもが自分らしく生きることのできる社会を実現するため、人権意識を高め、あらゆ

る差別や偏見の解消を図ってまいります。

Ԃ参加者の声

　参加者からは「 �����の人は �いないことにされているということにショックを受けました」「日常の言葉や態度が大切だと思った」「自

分に何ができるのか」等の声がありました。



 
 

宮代型観光推進事業 

産業観光課 

企画趣旨 

宮代町の立地特性、資源を活かした宮代型の観光事業を展開し、交流人口の増加、町内産業の活性

化に結びつけていきます。個々の資源の魅力を多面的な視点から引き出し、組み合わせ、宮代町なら

ではの事業を展開していきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)新しい村グリーンツーリズム事業の実施（主なもの） 

・稲刈り体験の実施（10 月）853 人 

・野菜収穫体験の実施（11 月）380 人 

・ハーブ講座、料理講座の実施（10 月～3月）42 人 

・畑で婚活の実施（11 月、1月、2月）89 人 

・絵本で遊ぼう、陶芸講座（10 月～2月）138 人 

(2)みやしろまるごと観光情報の発信 

・「宮代い～ね!」第 18 号を発行して、町内の観光情報を発信しました。29,000 部。（3月） 

 ※町外へポスティング 24,000 部。（配布先：春日部市、久喜市、白岡市、杉戸町など） 

(3)「つながり作りイベント和ｅ輪ｅ」の開催 

・宮代の人、物、場所を観光資源として、町の内外からの集客を目指す「つながり作りイベント和 e  

輪 e」を開催しました。（2月～3月）一部の講座については、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め中止となりました。実施講座数：11 講座 参加人数：140 名 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○町外からの観光事業参加者数 年間 10,000 人 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

およそ 11,976 人 10,537 人 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

新しい村グリーンツーリズム事業の実

施 
新しい村 

          

観光プログラム実施主体連絡会の創

設 
産業観光課 

          

みやしろまるごと観光情報の発信 
民間主体 

産業観光課 

          

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)新しい村グリーンツーリズム事業の実施（主なもの） 

・田植え体験（5 月～6 月） 

・稲刈り体験（9 月） 

・ラベンダー摘み取り体験（7 月） 

・ブルーベリー摘み取り体験（7 月～8 月） 

・ほっつけ農遊塾（9 月） 

・野菜収穫体験の実施（6 月） 

・ハーブ講座、料理講座の実施（5 月～9 月） 

・畑で婚活の実施（6 月～9 月） 

・絵本で遊ぼう（4 月、6 月、9 月） 

(2)みやしろまるごと観光情報の発信 

・観光プログラムの主な実施主体から半年間の事業予定情報を収集し、「みやしろまるごと観光カレン

ダー」として観光情報紙「宮代い～ね！」第 19 号を発行して情報を発信します。29,000 部（8 月）。 

※町外へポスティング 24,000 部（配布先：春日部市、越谷市、白岡市、杉戸町の一部） 



 
 

(3)「つながり作りイベント和ｅ輪ｅ」の開催 

・町内の素敵な場所、物、人を結びつけ、観光資源を発掘、創造し、町の内外から参加者を募る第 7回

和ｅ輪ｅを開催するため、新たな企画づくりに向け実行委員会活動をスタートさせます。 

 

  





 
 

宮代町の魅力推進事業（里山体験事業） 

町民生活課 

企画趣旨 

宮代町の美しい風景や緑豊かな環境を守り、さらに観光資源として活用することで「交流人口」

さらには「宮代ファン」を増やしていきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)里山五楽体験事業の実施 

下記の五楽体験事業を実施し、上半期に続いて宮代町の魅力の発信を行いました。 

10 月 27 日 第 5回山崎山トラスト祭 245 名 

11 月 17 日 クラフト体験教室～里山の恵みでつくろう～ 26 名 

12 月 15 日 冬の自然観察会＆里山クリスマスリース作り 40 名 

1 月 19 日 山崎山でオオスズメバチの巣を掘り出そう＆冬の自然観察会 35 名 

2 月 8 日 トラスト一斉共同保全活動 11 名 

2 月 16 日 里山の冬の自然観察会＆壁掛け作り 3 名 

3 月 15 日 春の自然観察＆椎茸の駒うち体験 中止 

(2)みやしろ桜応援団 

下記の事業を実施する予定でしたが、いずれも新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりま

した。 

・桜ライトアップ …笠原地区・商工会館横の桜並木の開花時期に合わせたライトアップを予定しま

したが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。 

・ふるさとキレイ大会 in 宮代 …町内の小中学生を主なメンバーとする「MIYASHIRO エコ☆スター

ズ」と連携し、桜並木周辺の清掃活動を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め中止しました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○里山体験事業参加者数 1,000 人（年間）、町外参加者率 50％以上 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○里山体験事業参加者数 1,307 人、町外参加者

率 59％ ※町外参加者数 771 人 

○里山体験事業参加者数 360 人、町外参加者

率 38.9％ ※町外参加者数 140 人 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

里山五楽体験事業 環境保全団体、町民生活課           

みやしろ桜応援団 環境保全団体、町民生活課           

 

令和２年度 上半期の実施予定 

五楽体験事業として、山崎山自然観察会やツリークライミング、ホタルの観察会といったイベント

を行います。また、桜に親しみやすい環境を整え、宮代町の桜のファンを拡大するため、桜の写真コ

ンテストや樹木管理を実施します。 

(1)里山五楽体験事業の実施 

・五楽体験事業（宮代の豊かな自然環境を体の五感全てを使って楽しんでいただく事業）を月 1回程

度で実施します。 

4 月 12 日 春の野草観察と天ぷらを楽しむ会 

5 月 17 日 山崎山ツリークライミング 

6 月 20 日・21 日 ホタルの夕べ観賞会 

7 月 25 日 第 5回宮代こども昆虫博士検定 

8 月 1 日 スーパーナイトハイク「夜の生き物観察会」 

9 月 20 日 秋の野草観察会 

 (2)みやしろ桜応援団 

・宮代の美しい桜を多くの方に知っていただくため、桜の写真コンテストを実施します。また、受賞

作品の役場内掲示・広報掲載などを行い、宮代の美しい桜をＰＲします。 



言語を選択 Ԃ

�����年��月��日� �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ 暮らしの情報 文化・スポーツ・まちづくり 宮代町の魅力推進事業（里山体験事業）

�����山崎山自然観察会＆クラフト体験教室

里山の恵みでクラフト体験

��月��日（日）、山崎山トラスト保全第�号地にて「山崎山こどもエコクラブ」主催の「五楽体験事業」クラフト体験教室を行いました。今

回は、「壁掛け」を作成しました。

秋も深まってきた気持ちのいい秋空のもと約��名の方にご参加いただきました。

「山崎山こどもエコクラブ」八木橋代表のもと、山崎山の自然観察を行いながら、クラフトの材料を探しにいきます。

いろいろな種類のドングリ、赤や黄色に色づいた葉っぱ、珍しい木の実など、八木橋代表の説明を聞きながら参加者のみなさんは袋に集めていきま

す。



秋の暖かさの中、虫たちも観察することもできました。

トラスト地内にある作業場に到着し、調達した材料をもとに制作を始めます。

みなさん、思い思いの素敵な作品を作り上げました。



お問い合わせ

宮代町役場町民生活

課環境推進担当

電話 � �������������

（代表）内線���、���

��階��番窓口 �

ファックス � ���������

����

町民生活課環境推進担

当

お知らせ

話題

次回は、��月��日（日）�時��分からクリスマスリースの製作を行います。

みなさん、ぜひご参加ください！

詳細はこちらのページ（別ウインドウで開く）をご覧ください。

�������でも情報発信中！

宮代町環境推進担当の���� ���では、山崎山トラスト保全第�号地の豊かな自然と触れ合えるイベント情報を発信しています。

環境推進担当の���� ���（����������������（別ウインドウで開く）（別ウインドウで開く））



 
 

 

市民の活動をつなぐインターネット放送局 

総務課 

企画趣旨 

 宮代町内で行われているスポーツ活動や文化活動、学校行事、行政情報、議会情報、商業情報等を

動画で発信します。これにより、町内の人には相互刺激、連携、新たな発見を促し、町外の人には町

の魅力を知ってもらうことで活性化につなげることを目的とします。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)町の出来事をお知らせする動画を配信（市民特派員などによる動画の制作・発信） 

・町のイベントや地域の出来事(トウブコフェスティバル・国際交流パーティー・郷土資料館特別

展)、またイベントの告知動画(みやしろ産業祭・宮代町民文化祭)などをユーチューブで配信しま

した。 

(2)見てもらうための動画の作成 

・特派員のスキルアップを目的に、民間の動画制作会社の協力をいただき、動画編集・取材方法等の

講座を開催しました。 

・毎月の定例会時に、特派員同士の自主勉強会を実施し、スキルアップを図りました。 

(3)宮代町インターネット放送局の認知度を高める取り組み 

・ボランティアサンクスフェアに出展し、来場者へ動画の視聴方法の案内や放送局に紹介している動

画の案内を実施し、放送局の認知度を高めました。また、新規の特派員を獲得しました(２名) 

・町民が選ぶ町民賞を設けた動画コンテストを実施し、放送局の認知度を高めました。 

・確定申告の実施期間中に会場内にモニターを設置し、来場者へ放送局をＰＲしました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○視聴回数 25,000 回（年間） ○動画配信 50 本を維持（年間） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○視聴回数 18,607 回  

○動画配信 40 本 

○視聴回数 9,195 回  

○動画配信 23 本 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

特派員による動画の制作、

ウェブサイトを通じた発信 
総務課 

          

新たな視聴者の獲得策の

検討、実施（随時） 
総務課 

          

財源確保の取組みの検討 総務課           

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)町の出来事をお知らせする動画を配信（市民特派員などによる動画の制作・発信） 

・町のイベントや地域の出来事、またイベントの告知動画などをユーチューブで配信します。 

・地域の情報を充実させるため、日本工業大学との連携を図ります。 

(2)見てもらうための動画の作成 

・特派員のスキルアップを目的に、特派員の自主的な発案をもとにチーム制で企画から制作を行いま

す。 

・毎月の定例会時に、特派員同士の勉強会を実施し、スキルアップを図ります。 

(3)宮代町インターネット放送局の認知度を高める取り組み 

・放送局動画の視聴が増えるよう、町広報・ホームページと連動させるなど広く周知するための取組

を検討します。 

・町のイベントが事前に周知できるよう、庁舎内の情報の伝達や収集に努めます。 

 

コンテンツ：情報サービスにおける情報内容 

ウェブサイト：ホームページのこと 



このブラウザのサポートはまもなく終了します。快適な視聴をお楽しみいただくためには、ブラウザをアップデートしてください。

����������� チャンネル登録 ���

ホーム 動画 再⽣リスト チャンネル フリートーク 概要

����年度 宮代町インターネット放送局 動画コンテスト
����������� � ��本の動画 � ����回視聴 � 最終更新⽇������������

宮代町の魅⼒を市⺠特派員が制作した動画で発信している「宮代町インターネット放送局」。ここで
����年�⽉〜����年�⽉までに公開された作品による動画コンテストを開催しています。
市⺠特派員が制作した渾⾝の作品をご覧いただき、「いいね︕」で投票をお願いします。

投票期間︓����年�⽉��⽇（⽉）〜��⽇（⼟）まで
発表︓����年�⽉�⽇（⼟）�����より
   宮代町⽴コミュニティセンター進修館 ⼤ホールにて
※進修館映画上映会「⼈⽣フルーツ」の上映前に表彰式を開催します。

主催����もっと⾒る

すべて再⽣ 共有 保存

�
宮代トウブコフェスティバル�����（�����������宮代町進修館）
作成者�������������

�
キャンドルナイト��進修館�����

作成者�������������

�
世界のすうぷ屋さん������������宮代町 新しい村）
作成者�������������

�
ホタルの⼣べ・観賞会����（����年�⽉��⽇ 宮代町新しい村）
作成者�������������

�

「うつくしいまち」公演関連企画����宮代町 みんなのまちを描いてみよう︕ ���������

宮代町進修館
作成者�������������

�

宮代つながり作りイベント和�輪� くわいの収穫体験と調理⼊門（���������宮代町農⼯
房 奈味）
作成者�������������

�
令和元年度特別展「みやしろの消防」����������宮代町郷⼟資料館
作成者�������������

�
秋の⾥⼭を楽しむイベント⼤集合︕（����年��⽉��⽇宮代町新しい村・⼭崎⼭）
作成者�������������

����

����

����

����

����

����

����

����

⾔語��⽇本語 場所��⽇本 制限付きモード��オフ 履歴 ヘルプ

��������について プレスルーム 著作権センター クリエイター向け 広告掲載 開発者向け
利⽤規約 プライバシー ポリシーとセキュリティ フィードバックの送信 新機能を試してみる

ログイン�� 検索

����������� 動画 再⽣リスト チャンネル フリートーク 概要



 
 

みんなで子育て！こども未来事業 

子育て支援課 

企画趣旨 

子育て施設「宮代町子育てひろば」を拠点に子育ての輪を広げ、地域で子育てを応援する環境をつ

くります。宮代町の子育て環境を充実させ、町外からの子育て世代流入を図ります。 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運用 

・特集記事や子育てコラム、フェイスブックなどで、子育て情報やイベント情報を発信しました。 

12月特集「上手に撮れる スマホ写真撮影のコツ」 

(2)「みやしろで育てよっ」の周知 

・子育てひろばイベント時のチラシ配布や、SNSの活用などによりウェブサイトの周知を行いまし

た。 

(3)子育ての輪を広げる取り組み 

・ＳＮＳを活用し子育て世代のネットワークを作り、子育てひろばでの事業の企画などに関わること

ができるしくみを作りました。 Facebook  フォロワー数264件 ライン＠登録者数353人 

(4)利用者参加型イベントなどの各種イベント、市民団体などとの連携事業等の開催 

・利用者が企画に参加するイベントや三世代交流事業を実施しました。 

10 月 11 日（金）利用者が講師となりハロウィンカード作り 10 人 

1 月 31 日（金）利用者が講師となりマネー講座 22 人 

12 月 14 日（土）門松づくり 59 人 

※3月 7日（土）紙トンボづくり ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業中止 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○子育てひろば利用者 25,000 人（年間） ○子育て支援センター2か所利用者 10,000 人（年間） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○子育てひろば利用者 27,196 人 

○子育て支援センター利用者 6,198 人  

○子育てひろば利用者 11,548 人 

○子育て支援センター利用者 2,808 人 

※令和 2年 2 月 28 日～3 月 31 日新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

子育て応援ウェブサイトの制作 子育て支援課           

子育て応援ウェブサイトの運用 子育て支援課           

利用者参加型イベントなどの各種イ

ベント、市民団体などとの連携事業、

ボランティアの育成講座等の開催 

子育て支援課 

          

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1)子育て応援ウェブサイト「みやしろで育てよっ」の運用 

・特集記事や子育てコラム、フェイスブックなどで、子育て情報やイベント情報を発信します。 

(2)「みやしろで育てよっ」の周知 

・子育てひろばイベント時のチラシ配布や、SNSの活用などによりウェブサイトの周知を行います。 

(3)子育ての輪を広げる取り組み 

・子育てに関係のある団体に「子育て応援隊」の登録を呼びかけ、地域の子育てに関わる個人や団体の

ネットワークを構築します。また、その情報を「みやしろで育てよっ」に掲載し、輪を広げます。 

・ＳＮＳを活用し子育て世代のネットワークを作り、子育てひろばでの事業の企画などに関わることが

できるよう運用していきます。また地域に住む子育て中の人が、子どもと一緒に気軽に集える場を町

内店舗や地域の施設などを活用し、「地域子育てサロン」を開設します。 

(4)利用者参加型イベントなどの各種イベント、市民団体などとの連携事業等の開催 

・利用者が企画に参加するイベントや三世代交流事業を実施します。 

時期未定 リフレッシュ講座「子どもの名前をきれいに書こう」など 

6 月中旬 まこも馬づくり 



HOME
こんな時どうする？
制度
施設
⼦育てマップ
特集
コラム
メニュー閉じる



 
 

みやしろ定住促進作戦 

企画財政課 

企画趣旨 

町内の住宅団地内では高齢者だけの世帯や高齢者の独居世帯が増えるとともに、空き家、空き部

屋も増加傾向にあります。こうした市街地の資源を活用して、子育て、介護が必要なＵターン世

代、交流イベントで獲得した「宮代ファン」を誘引し定住人口を増やしていきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1) 定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発信 

・移住者インタビューと、宮代町での住み方を提案する特集記事、町の魅力を伝える記事を制作し、

定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」で発信しました。 

 ※特集記事 2 件『この街で本格ドイツパンを』『伝えたい 暮らしの楽しみ』 

※その他記事 6 件『みやしろ歴史探検まんが』『人と本、人と人をつなぐ場』など 

(2) みやしろ初めてツアーの実施 

・参加者の希望に合わせて町内の公共施設を案内する初めてツアーを実施しました。また、12 月から

3月にかけて、ふるさと納税チラシの裏面を活用して PR の強化を図りました。 

 ※1 件（越谷市） 

(3) 横断的な情報発信 

・他課所管の「働く」、「育てる」をテーマとしたウェブサイト「宮代で働こっ」、「みやしろで育てよ

っ」と連携し、各サイトの特集記事を「みやしろで暮らそっ」で共有し情報発信しました。 

・ふるさと納税のお礼状に「みやしろで暮らそっ」を PR するチラシを同封しました。約 1,000 枚 

・町外からの参加者が多いイベント会場で「みやしろで暮らそっ」を PR するチラシを配布しまし

た。約 2,200 枚 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○サイトアクセス数 20 万件（年間） ○ツアー参加 20 件（年間） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○サイトアクセス数 16.2 万件 

○ツアー参加 2 件 

○サイトアクセス数 7.8 万件 

○ツアー参加 1 件 

         

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

定住促進サイト「みやしろで暮ら

そっ」の運営、バージョンアップ 
サイト運営会社 

 

         

みやしろ初めてツアーの実施 企画財政課           

横断的な情報発信 
サイト運営会社 

企画財政課 

          

 令和２年度 上半期の実施予定 

(1) 定住促進サイト「みやしろで暮らそっ」による情報発信 

・移住者インタビューと、宮代町での住み方を提案する特集記事、町の魅力を伝える記事を制作し、定

住促進サイト「みやしろで暮らそっ」で発信します。 

・遠方からの移住希望者に対する情報発信を強化するため、町の基本情報を紹介するページを制作しま

す。 

(2) みやしろ初めてツアーの実施 

・転入希望者を対象に、参加者の希望に合わせて町内の公共施設を案内する初めてツアーを実施しま

す。 

(3) 横断的な情報発信 

・他課所管の「働く」、「育てる」をテーマとしたウェブサイト「宮代で働こっ」、「みやしろで育てよ

っ」と連携し、それぞれのサイトの特集記事を「みやしろで暮らそっ」で共有し情報発信します。 

・ふるさと納税のお礼状に「みやしろで暮らそっ」を PR するチラシを同封し発送します。 

Ｕターン世代：子育てや親の介護な

どで故郷に戻ることを考え出す世代 



遊び 暮らし お店 ⾃然 施設 イベント 初めてツアー

みやしろで暮らそっ > 移住者インタビュー > この街で本格ドイツパンを 

この街で本格ドイツパンを

移住者インタビューVol.6 地域とのつながりを⼤切にパンを作り続ける

2020.03.30

⼭本毅・パン職⼈

2014年移住

神奈川県出⾝

⼭本有⾥

2016年移住

静岡県出⾝

東武スカイツリーライン 姫宮駅から歩いて10分ほど。古利根川のほど近くに本格ドイツパンのお店「アムフルス」があります。

2014年に横浜から店舗を移転して5年。ドイツ国家認定・製パンマイスターであるオーナーシェフの⾼い技術に裏打ちされたパンと

遊び 暮らし お店 ⾃然 施設 イベント 初めてツアー



 
 

 

宮代ファーマーズタウン推進事業 

産業観光課 

企画趣旨 

市民農園やガーデニングの観光資源化を進め、町民はもとより町外からも農に親しむ人口を増や

すことで、地域経済の活性化に結びつけるとともに、遊休農地の解消を狙いとします。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)認定市民農園開設支援 

・市民農園の補助制度について、農業委員や農地利用最適化推進委員に周知を行いました。 

(2)既存認定市民農園の運営支援 

・1月 25 日に新しい村の認定市民農園「結の里」において利用者による菜園勉強会を開催しました。

（参加者 26 人）なお、「結の里」では利用率 100％を維持しており、適切な管理を行っています。 

(3)市民農園応援フェアの開催 

・市民農園での作物作りを応援するために、新しい村において、村の収穫祭や生産者土曜市を開催し

季節に応じた野菜苗の販売や必要な資材等の販売を対面販売で行いました。また、毎月町内農家の

方を講師とした園芸教室を開催し、農に親しむ人口増に努めました。（参加者 65 人） 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○認定市民農園利用率 100％  

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

100％ 100% 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

認定市民農園開設支援 産業観光課           

既存認定市民農園の運営支援 産業観光課           

応援フェアの開催 新しい村           

市民農業大学事業への支援 産業観光課           

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1)認定市民農園開設支援 

・市民農園の補助制度について、農家組合長会議や農業委員・農地利用最適化推進委員の会議等で周

知を行います。 

(2)既存認定市民農園の運営支援 

・新しい村の認定市民農園「結の里」の利用率は 100％です。引き続き、適切な管理を行い、利用率

を維持します。 

(3)市民農園応援フェアの開催 

・市民農園での作物作りを応援するために、新しい村において季節に応じた野菜苗の販売や必要な資

材等の販売を対面販売で行い、農作業のアドバイスを行います。また、農家の方を講師とした園芸

教室を定期的に開催します。 

 

  

ファーマーズタウン：市民農園やガーデ

ニングなどで土に親しめるまち 



集落農園 結の⾥
ホーム > 農体験 > 集落農園 結の⾥

設備も充実︕ 宮代型の市⺠農園

新しい村の敷地内にある集落農園「結の⾥」は、個⼈で借りられる宮代型の市⺠農園で
す。四季折々の⾃然に包まれた⼼安らぐ農園です。

都⼼からも近いので、町内の⽅だけでなく町外の⽅にも週末のピクニック気分でお出で
いただき、ご家族で農園ライフをお楽しみいただけます。

パパは畑仕事、ママはお買い物、⼦どもたちはザリガニ釣り。それぞれが村の中の⼀番
好きな所で過ごす週末の楽しみ⽅も素敵です。

農機具の無料貸し出しやシャワー室の利⽤も出来るので、遠⽅からでも気軽にご利⽤く
ださい。

また、集落農園ならではの畑友達との交流もぜひ︕

区画 全72区画

利⽤期間 31年4⽉〜翌年3⽉まで

契約⾦額 30㎡(1区画) 年間 14,000円＋互助会費1,000円(契約⽉により利⽤料の変更あり)

利⽤規約

結の⾥では、以下を含めた集落農園「結の⾥」運営規則がございます。
◆結の⾥の目指すべき目標◆
◎「農」のあるまちづくりの理念(注1)を理解し実⾏する
◎「農」を楽しむと共に⾃らの⼼をも耕し、「結の⾥」の⼀員となる
◎「農」を⽣かした暮らしを創造する
注1)
宮代町の「農」の原風景を残しつつ、地消地産を推進する。
「農」を通して、地域コミュニティを再⽣する。
「農」を媒介として「新しいコミュニティ」を創造する。

設備 専⽤⽔場、無料農機具、共⽤型休憩室、トイレ、シャワー室

申込について 募集中（2020年3⽉7⽇現在）

お問合わせ 新しい村 農の家 TEL．0480-36-3441（⽉曜⽇定休）

利⽤者様に聞いてみました︕



 
 

道仏土地区画整理周辺整備事業 

まちづくり建設課 

企画趣旨 

新たな流入人口の受け皿となる市街地として整備されている道仏土地区画整理地を中心とし周辺

道路等を含む事業として整備を行います。なお、各都市計画道路は、道仏土地区画整理地にアクセ

スし住宅地としての機能を高めるだけでなく、周辺市街地間のアクセスや駅間のネットワークを構

成する重要な路線となります。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】 

(1)土地区画整理事業 

・分納徴収分の清算業務を行うとともに、組合を解散するための総代会を開催しました。 

(2)（都）春日部久喜線（町道第 12 号線） 
･下半期においては、歩道・側溝整備等の道路改良工事を実施いたしました。用地については、令和元

年度末で 3,566.89 ㎡、取得率は 81.55％となりました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○宅地の利用開始 100％ ※平成 28 年度達成済 

○住民意識調査のまちづくり満足度向上「市街地」について 60％   

平成 26 年度 住民意識調査 令和元年度 住民意識調査 

45.3％ 49.4％ 

 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

土地区画整理事業  組合           

（都）春日部久喜線（町道第 12 号線） まちづくり 

建設課 

          

（都）宮代通り線            

（都）新橋通り線 埼玉県           

姫宮落川沿い道路拡幅工事（区画

整理関連） まちづくり 

建設課 

          

公園整備 2 か所            

上下水道管の布設替え           

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)道仏土地区画整理事業 

･最終の分納徴収清算業務を行い、事業完了に向けた手続きを進めます。 

(2)(都)春日部久喜線(町道第 12 号線) 

･用地買収に係る交渉および歩道・側溝整備等の道路改良工事を継続して行います｡ 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

東武動物公園駅西口周辺整備事業 

まちづくり建設課 

企画趣旨 

東武動物公園駅西口地区では、東武鉄道杉戸工場跡地の土地利用転換にあわせて、土地区画整理

事業を実施するとともに、東武動物公園駅西口駅前通り線や中央通り線を整備し、商業の活性化に

よる中心市街地の魅力向上を図ります。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】 

(1)(都)中央通り線(町道第 91 号線)整備 

・用地買収が完了しました。 

(2)(都)東武動物公園駅西口通り線整備 

・（都）中央通り線と県道春日部久喜線の交差点改良に必要となる権利者との用地交渉を継続して行

いました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○住民意識調査のまちづくり満足度向上「市街地」について 60％   

平成 26 年度 住民意識調査 令和元年度 住民意識調査 

45.3％ 49.4％ 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

都市計画道路中央通り線の整

備 
まちづくり建設課 

 

         

都市計画道路東武動物公園駅

西口通り線の整備 
まちづくり建設課 

          

 

令和２年度 上半期の実施予定   

(1)(都)中央通り線(町道第 91 号線)整備 

・中央通り線の用地買収が完了した箇所等の歩道の舗装等の工事を行います。 

(2)(都)東武動物公園駅西口通り線整備 

・（都）中央通り線と県道春日部久喜線の交差点改良に必要となる権利者との用地交渉を継続して行い

ます。  
 

  



 
 

東武動物公園駅東口周辺整備事業 

まちづくり建設課 

企画趣旨 

東武動物公園駅東口地区では、地元協議会が主体となって整備エリアや整備手法等の検討を進め、

駅前広場の整備や東武動物公園駅東口通り線沿線の商店街の活性化による中心市街地の魅力向上を

図ります。また、検討に当たっては、埼玉県（杉戸県土整備事務所）及び杉戸町と連携・協力し、一

体的なまちづくりを目指します。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】 

(1)事業協力 

・駅前通り線の街路事業について、施行者である埼玉県から依頼を受けて物件補償調査及び用地交渉

等を行いました。 

(2)権利者の事業に対する合意形成 

・個別事業説明を随時行いました。 

・事業に必要となる用地交渉を引き続き行いました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○住民意識調査のまちづくり満足度向上「市街地」について 60％   

平成 26 年度 住民意識調査 令和元年度 住民意識調査 

45.3％ 49.4％ 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

協議会の開催（用地物件補

償・事業手法等の検討） 
地元協議会 

 

         

協議会への参加（権利者の

事業に対する合意形成） 
まちづくり建設課  

         

事業認可に必要となる調査

設計の実施  
まちづくり建設課  

         

事業認可手続き  まちづくり建設課           

事業実施（用地物件補償） まちづくり建設課           

※令和 3 年度から整備実施 

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1)事業協力（駅前通り線） 

・駅前通り線の街路事業について、施行者である埼玉県から依頼を受けて物件補償調査及び用地交渉

等を引き続き行います。 

(2)権利者の事業に対する合意形成（東武動物公園駅東口駅前広場） 

・引き続き個別事業説明を随時行います。 

・事業に必要となる用地交渉を引き続き行います。  
 

  



 
 

まちなか起業創業支援事業 

産業観光課 

企画趣旨 

宮代マルシェ（市場）を定期開催し、町内外から起業を志す人材を呼び込みます。合わせて、マル

シェの独立したウェブサイトを構築し、出店者の募集とマルシェ開催の告知を行います。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)宮代マルシェの開催 

・11 月 16 日（土）に宮代マルシェ（トウブコフェスティバル vol.5）を開催しました。町内外から 88

店が出店し、およそ 13,000 人の来場がありました。 

・3月 7日（土）宮代マルシェ（里山マルシェ）を開催する予定で準備を進めていましたが、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。 

(2) 起業支援・空き店舗対策 

・起業支援ウェブサイト「宮代で働こっ」については、特にマルシェ情報や空き店舗情報など、起業者

向け情報の内容充実を図りました。また、起業支援として 3 月 20 日に「月 3 万円ビジネス講座ＰＲ

イベント」を開催する予定で準備を進めていましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベ

ントは中止となりました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○起業創業支援事業による町内での起業 10 件（累積） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

6 件（累積） 0 件 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

宮代マルシェの開催  産業観光課、 

マルシェ実行委員会 

          

町融資制度の見直し 

（開店支援制度の構築）  

産業観光課 

商工会 
 

         

制度のＰＲ、ウェブサイトの開設

  

産業観光課 

商工会 
 

         

起業支援・空き店舗対策 

新制度の実施 

産業観光課 

商工会 
 

         

 

令和２年度 上半期の実施予定 

（1）宮代マルシェの開催 

・宮代マルシェ（トウブコフェスティバル vol.6）の開催に向け、実行委員会で打合せを行います。開

催時期は令和 2年 11 月を予定しています。 

（2）起業支援・空き店舗対策 

・起業支援ウェブサイト「宮代で働こっ」については、特にマルシェ情報や空き店舗情報など、起業者

向け情報の内容充実を図ります。また、宮代町商工会と連携し、7月に全 5回の創業セミナーを実施

予定です。 

・杉戸町と共催の「月 3万円ビジネス講座」の開催に向け、講師と打合せを行います。開催時期は、令

和 2年 12 月から令和 3年 3月のおよそ 4か月間を予定しています。 

 

  



�����年��月�日 � �������� ソーシャルサイトへのリンクは別ウィンドウで開きます

トップ

宮代トウブコフェスティバル�����を開催しました！

子どもも大人も笑顔いっぱいの一日

進修館が素敵なマルシェに早変わり

��月��日（土）、コミュニティセンター進修館と周辺の広場で「宮代トウブコフェスティバル～こどもとトコトコ～��� ��」を開催しました。こ

れは「宮代町の商工業活性化のため、街ににぎわいを作り出そう」と平成��年度に町が開催したワークショップに参加した市民や大学

生、商工業者などによる実行委員会が計画してきたもので、今年で�年目となります。当日は天候に恵まれ、町内外から約������人も

の方々にご来場いただきました。音楽やごはん、おやつ、ワークショップ、マーケットなど、たくさんの楽しいイベントが行われました。

みやしろらしさでおもてなし

スキップ広場では「みやしろマルシェ」を開催。宮代町産の野菜や加工品、町特産認定品のほか、定番の人気フードや�級グルメ、ハ

ンドメイド商品などが並び、多くの方々に町の魅力を��しました。これから起業を考えている方々の出店もあり、経験や挑戦の場にも

なりました。また、進修館周辺の道路には、さまざまな趣向を凝らしたお店が並び、手作りの美味しいフードやこだわりのグッズを求め

る人で賑わい、長い行列ができました。



 
 

障がい者の雇用創出事業 

福祉課 

企画趣旨 

農業や商工業など様々な分野で障がい者の雇用創出に取り組み、障がい者がいきいきと働き続け

ることができる宮代型（地域循環型）産業を創出していきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)障がい者雇用の普及啓発、就労相談 

・障がいのある方の就労相談においては、専門の相談機関である埼葛北障害者就業・生活支援センタ

ー等を通じて相談者の就労を図りました。相談件数 394 件  就労者数 1 人 

(2)障がい者就労施設等の業務確保支援 

・障がい者就労施設等からの調達可能物品等を庁内に周知しました。 

・障がい者就労施設等が運営する福祉の店を庁舎内に設置しました。 

・障がい者週間に展示会を実施し、町内の団体の活動を紹介しました。 

出店日 出店団体 

月曜日・金曜日 あかりワークス姫宮 

火曜日 アバンティ 

月１回 東ありの実館 

月１回 手をつなぐ親の会 
 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○障害者就業・生活支援センター等を通じての一般就労者 15 人 

○障害者優先調達推進法による町発注額 3,000 千円を維持（年間） 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

○一般就労者（累計 18 人：令和元年度：7 人） 

○町発注額  3,169 千円（年間） 

○一般就労者 1 人 

○町発注額  3,169 千円（年間） 

 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

障がい者雇用の普及啓発、就労相談 福祉課           

障がい者就労施設等の業務確保支援 福祉課           

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1) 障がい者雇用の普及啓発、就労相談 

・障がいのある方の就労相談においては、専門の相談機関である埼葛北障害者就業・生活支援センタ

ー等を通じて相談者の就労を図ります。 

(2) 障がい者就労施設等の業務確保支援 

・令和 2年度宮代町における障がい者就労施設等からの物品等の調達方針、及び令和元年度の調達実

績をホームページにおいて公表します。 

・障がい者就労施設等が運営する福祉の店を庁舎内に設置し、物品販売等の促進を図ります。 

 

 

  



 
 

宮代町農業の 6 次化推進事業 

産業観光課 

企画趣旨 

農産物の生産・加工・販売の一体（垂直統合）化を進め、農業生産関連所得を増やし農業への若者

参入や定住促進を目指します。また、商業との連携も図り地域経済の活性化を図ります。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1)明日の農業担い手支援 6 次化推進事業補助金制度のＰＲ 

・「農業振興事業の概要（元年度版）」を活用し、補助事業の周知を行いました。 

・6次化商品開発の実施に向けて相談のあった農家（1名）に対し、申請手続等の支援を行い、補助

金を交付しました。 

(2)町の 6 次化商品のＰＲ支援 

・12 月 1 日（日）に新しい村において、宮代産の野菜を使用したスープやお菓子を販売する「世界の

すうぷ屋さん」を実施し、約 2,400 人の方にご来場いただきました。 

(3)商品開発支援 

《宮代町の郷土料理と展開》 

・農家の方を講師に迎え、宮代産野菜等の食材を用いた「みやしろの郷土料理教室」を 3回開催し

ました。小学生対象の回を設け、子どもたちに地域に伝わる郷土料理を体験してもらいました。 

《新たな 6次化商品の開発》 

・「宮代町地産地消推進の店」認定店と生産者が、農産物やその加工品等に関する新たなつながりを作

るきっかけづくりのための場として、情報交換会を行いました。 

・「宮代町食と農の研究会」でワークショップを行い注目度が高かった米や米粉を使った商品開発に

ついて情報収集や意見交換を行いました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○6次化製品新規 10 品目（合計）  

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

11 品目 11 品目 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

明日の農業担い手支援 6 次化推進事

業補助金制度のＰＲ  
産業観光課 

          

町の 6 次化商品のＰＲ支援、商品開発

支援、「紫いも」の年間供給体制の支

援 

産業観光課  

         

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1)明日の農業担い手支援 6 次化推進事業補助金制度のＰＲ 

・6月に開催される農家組合長会議等において補助金の周知を行います。また、6次化に取り組んで

いる地元農家の方へ、補助金の活用についてアドバイス等を行います。 

(2)町の 6 次化商品のＰＲ支援 

・宮代産農産物を使用した料理やお菓子の PR イベントの実施に向けた準備を行います。 

(3)商品開発支援 

《宮代町の郷土料理と展開》 

・宮代産野菜の美味しさを伝えるため、郷土料理や新顔野菜を使用した料理等の料理教室を町民の

方を対象に開催します。 

《新たな 6次化商品の開発》 

・農商連携による 6次化を推進し、町内産業の振興を図るため、「宮代町地産地消推進の店」を認

定します。また、店を PR する HP 作成により町内外に幅広く地産地消の取り組みを周知します。 

農業の６次化：農業者が自ら作った作物を原材料として加工・製造、流通・販売までを行う取り組み 
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トップ 行政情報 農業 農業の�次産業化

第�回みやしろの郷土料理教室を開催しました

「けんちん汁、ずいきのしょうゆ煮」を作りました

��月��日 �木 �新しい村の「村の集会所」にて、「第�回みやしろの郷土料理教室」を開催しました。

宮代町の農家に伝わる郷土料理の素晴らしさや宮代産野菜の美味しさを知っていただこうと、農家の秋谷敏子さんに「けんちん汁」と

「ずいきのしょうゆ煮」を教えていただきました。

けんちん汁は、みそ味であったり、しょうゆ味であったり地域によって多少の違いがありますが、今回は、秋谷さんのお宅で食べられて

いるみそ仕立てで作りました。大きめに切った豊富な野菜と大豆製品も摂れて、栄養価も高く、体も温まり、これからの季節にぴったり

な料理です。

ずいきのしょうゆ煮は、初めてずいきを調理した参加者もいて、その下処理方法から学ぶことができました。

参加者からは「素材の味を感じられました。」「生ずいきの煮物は初めてだったので勉強になりました。」「今まで自分であつかった事の

ない食材を使えた。」等の感想が寄せられました。

けんちん汁の野菜を炒めます。 ずいきの下処理 ずいきのしょうゆ煮の材料を切ります。

けんちん汁とずいきのしょうゆ煮が出来上

がりました。

�班の皆さんでいただきます。 �班の皆さん。先生と一緒にいただきます。

今後の開催予定

第�回　��月��日（火）「そばがき・おかき」　開催案内・チラシはこちら

第�回　��月��日（土）「いびり団子・小麦まんじゅう」　開催案内・チラシはこちら

�第�回は小学生対象です。



 
 

明日の農業担い手支援事業 

産業観光課 

企画趣旨 

高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加を防ぎ、町の農村環境の維持を図るため、新規就農

者を確保、育成していきます。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1) 農業担い手塾での塾生の受入れと自立支援、里親制度の充実 

・農業担い手塾の新たな塾生を誘致・獲得するため、塾生の募集を通年で実施しました。また、1

月 25 日に東京池袋で開催された「新・農業人フェア」に出展し、町の農業担い手塾や就農支援制

度等を PR するとともに、町出展ブースに来場した方（7組 9人）と面談を行いました。 

・延長した研修期間の満了を迎えた 6 期生が研修修了審査を経て、令和 2 年 1 月より独立営農を開始

しました。 

・8期生の研修基盤を充実させるため、農業研修指導者等の協力を得て、栽培施設（パイプハウス 1棟）

を整備しました。 

(2)「農」のあるまちづくり担い手支援対策事業補助金の交付 

・「農業振興事業の概要（令和元年度版）」を活用し、「明日の農業担い手支援対策事業補助金制度」の

活用を提案した結果、下半期では 1件の申請がありました。 

 ※申請内容及び補助金決定額 

  ●水田農業担い手支援事業（農業機械） 田植え機の導入 1,010,495 円 

(3) 町外の大規模農家や農業法人等による町内への農業参入の促進 

・町内への農業参入に向け、関係機関・関係者との協議・調整を進めてきた（有）竹内園芸が、字東地

内の農地（20,946 ㎡）を所有権移転により取得しました。今後は、野菜苗等の生産のための農業用

栽培施設の整備等を進めていくことになります。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○新規就農者の確保 5人 

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

5 人（累計） 1 人 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

新規就農者の育成、確保 産業観光課           

担い手・大規模農家の確保、支

援 
産業観光課  

         

民間企業・法人等による町内への

農業参入の積極的誘致 
産業観光課  

         

 

令和２年度 上半期の実施予定  

(1) 農業担い手塾での塾生の受入れと自立支援、里親制度の充実 

・新たな就農希望者の誘致・獲得に向けて、通年で塾生の募集を行うとともに、引き続き、「新・

農業人フェア」をはじめとする就農相談会やイベント等へ積極的に出展し、町の新規就農支援事

業の PR を行います。 

・新たな里親農家を確保・登録します。 

・塾生の早期の自立・就農に向けた支援を行います。 
(2) 「農」のあるまちづくり担い手支援対策事業補助金の交付 

・「農業振興事業の概要（令和 2年度版）」を活用し、担い手農家に対して補助金の活用を提案するとと

もに、補助制度の活用について相談のあった担い手農家への申請手続等の支援を行います。 

(3) 町外の大規模農家や農業法人等による町内への農業参入の促進 

・更なる遊休農地等の利活用を図るため、埼玉県及び農地中間管理機構等の関係機関と連携を図り、企

業等による農業参入を促進します。 
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トップ 行政情報 農業 宮代町農業担い手塾塾生募集

宮代町農業担い手塾研修修了認定（第�期生）

宮代町農業担い手塾研修修了認定（第�期生）

宮代町農業担い手塾では、自らの強い意志で農業を「職業」として選択し、宮代町内で就農を希望する方を塾生として受け入れていま

す。担い手塾では、栽培技術や農業経営の実践研修を通じ、将来の宮代農業を担う農業経営者として、早期に自立・定着するための

支援を行っています。

平成��年�月に第�期生として農業担い手塾に入塾した堀川周作さんは、字中島地内において、里親農家の方や地域の皆さんからの

温かい支援をいただきながら、独立就農を目指して実践研修に取り組んできました。今年��月末をもって研修期間が満了するのに伴

い、��月��日（火）に開催された「宮代町新規就農者支援委員会」において、実践研修の終了認定が承認され、新井町長から修了認

定書が授与されました。

主に露地野菜の栽培を中心に取り組んできた堀川さんに、新井町長からは「これまでの研修で培った知識等を活かし、さらなるステッ

プアップを目指して頑張ってください。一人では農業はできませんので、地域の皆さんとのコミュニケーションを大事にしていっていただ

きたい。これからの活躍を期待しています。」との激励の言葉が贈られました。

堀川さんは、今後、町農業委員会による審査を経て、承認された場合には、宮代町の新しい農家として本格的な農業経営を開始する

ことになります。



 
 

宮代町農業生産基盤整備推進事業 

産業観光課 

企画趣旨 

農業生産基盤の整備を推進し、農業生産の効率化・省力化を図るとともに、特定の担い手への農地

集積化を推進し、農作業環境の向上を目指します。 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【完了】 

(1) 集落営農についての情報発信 

・沖の山地区における令和 2年度からの「多面的機能支払交付金制度」を活用した共同活動の取組み

に向け、活動組織の規約や活動計画等の作成支援を行った結果、3月 8日に「沖の山地区水田管理

組合」が設立されました。 

(2)小規模農地基盤整備事業補助事業の推進 

・「農業振興事業の概要（令和元年度版）」を活用し、積極的な補助制度の活用を呼び掛けた結果、下

半期では、4件の補助申請がありました、 

 ※申請内容及び補助金決定額 

  ●水田区画拡大事業（コンクリート畦畔除去あり） 2 件 123,440 円 

  ●用排水路維持管理事業（用排水路の浚渫作業） 1 件 100,000 円 

  ●農業用水揚水施設整備事業（揚水機設備の新設及び電源設備の整備） 1 件 165,350 円 

(3)用排水路の整備 

・県費単独土地改良事業を活用した字西原地内の農業用用排水路（延長 339ｍ）について、コンクリ

ートフリュームへの改修工事を行いました。 

(4)過度な経費負担を伴わない基盤整備事業の研究 

・2月 27 日に「宮東・中島地区圃場整備事業準備委員会」を開催し、埼玉県春日部農林振興センター

職員を講師に迎え、今後の圃場整備事業の基礎調査地区要望に必要な検討事項や役割分担等の共通

理解を図るとともに、準備委員が主体となってワークショップにより地域内の水田の現状や課題点

等の洗い出しを行いました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○農地の集約面積（利用権設定面積）105ha  

令和元年度の実績 令和元年度下半期の実績 

106.0ha  106.0ha 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

小規模基盤整備事業の実施 産業観光課           

農業用排水路の改良 産業観光課           

集落営農の推進、埼玉型圃

場整備事業の検討 
産業観光課  

         

令和２年度 上半期の実施予定  

(1) 集落営農についての情報発信 

・令和2年度から新たに「多面的機能支払交付金」の事業採択を受けて共同活動に取り組む「沖の山地

区水田管理組合」による円滑な事業実施に向けた支援を行うとともに、他の地域・地区へ波及させ

ていくため、引き続き、農家組合長会議や農業委員・農地利用最適化推進委員の会議等を通じて情

報提供を行います。 

(2)小規模農地基盤整備事業補助事業の推進 

・「農業振興事業の概要（令和2年度版）」を活用し、農業委員会や農家組合長会議等を通じ、農家に

対して補助事業の積極的な活用を呼びかけいきます。 

・申請希望者に対しては、事業実施に向けた申請手続等の支援を行います。 

(3)用排水路の整備 

・県費単独土地改良事業を活用した、字西原地内の農業用用排水路（延長225ｍ）について、コンクリ

ートフリュームへの改修工事の実施に向け、測量設計を行います。 

 

 

 

 

 



 
 

(4)過度な経費負担を伴わない基盤整備事業(宮東中島農業基盤強化事業)の展開 

・宮東・中島地区における圃場整備事業の実施を目指し、埼玉県に対し次年度からの県営調査事業の

基礎調査(1年目)に着手出来るよう調整し、地元農家への説明会を行います。 
 

  



 
 

公共施設再編第 2 期計画 

企画財政課、教育推進課 

企画趣旨 

近い将来に訪れる更新時期を前にして、人口減少、少子高齢化が進んでおり規模の面からも、財政

負担の面からも現状と同様のフレームでの施設更新は適切ではありません。次代のニーズ、行政需

要に応じた適正規模の施設へと再編・集約を図ることで持続可能な行政運営を目指します。 

 

令和元年度 下半期の実施内容／工程実施状況【一部未完了】 

(1)小中学校の適正配置にあたっての取組み 

・宮代町立小中学校の適正配置及び通学区域の編成等に関する審議会による検証作業を進めました。 

・審議会の開催 4回（7月、9月、11 月、1月）と視察研修 1回（2月）を実施しました。 

・小学校の劣化診断結果に基づき、老朽化状況等について把握しました。 

(2)借地解消の取り組み 

・公共施設における借地の具体的取得計画に基づき、令和元年度末に賃貸借契約が満了する 1施設に

ついて、買収のための交渉を行いましたが、合意には至らなかったため、賃貸借契約を 1年間延長

し、引き続き交渉を行うこととしました。 

 

主な成果目標（平成 28 年度～令和 2 年度） 

○公共施設等総合管理計画の策定 ※平成 28 年度達成済 

 

後期実行計画で示した工程 

実施内容 実施主体 

実施年度 

H28 H29 H30 R1 R2 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 

公共施設等総合管理計画の策定 企画財政課           

小中学校適正配置・公共施設再編 
教育推進課 

関 係 課 
 

         

借地の解消 企画財政課           

 

令和２年度 上半期の実施予定 

(1)小中学校の適正配置にあたっての取組み 

・宮代町立小中学校の適正配置及び通学区域の編成等に関する審議会による検証作業を引き続き進め

ていきます。 

(2)借地解消の取り組み 

・公共施設における借地の具体的取得計画に基づく 9施設の借地のうち、昨年度から交渉中の 1施設

に加え、年度末に賃貸借契約の満了を迎える 2施設の買収を目指し、担当部署とともに地権者との

交渉を行います。 

 

 

 

 


